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～夢と希望をはぐくむ県南の教育～

地域家庭教育推進県南ブロック会議開催（６／２２）

この会議は、域内の学識経験者、ＰＴＡ連絡協議会、学校関係者、企業、地域の子どもと
関わる団体、行政関係者の代表が集まり、家庭教育の課題等について話し合うものです。協
議の概要は、以下のとおりです。今後は、この会議の内容を踏まえ、それぞれの立場で家庭
教育を推進するとともに、連携を深めて家庭教育の重要性をさらに広めていくことを確認し
ました。

【協 議 の 概 要】
１ 現状と問題点
⃝ 新型コロナウイルス感染症の影響で生活環境が

一変した。家庭教育関係の事業も、変化に合わせ
た対応が必要だと思う。

⃝ 親としては、子どもとコミュニケーションを取
りたいと思い子どもに働きかけるが、思春期のた
めか、子どもが親と関りをもとうとしない傾向が
ある。同じような悩みをもつ親同士が、グループワークを通して交流できる機会がほとんど
ない。

⃝ 「家庭教育支援プログラム」や「家庭教育支援者研修」について、事業や研修会の周知や
参加者の拡大については、新型コロナウイルス感染症防止という観点からは、難しい。

２ 今後の対応策
⃝ ブロック委員同士の意見交換会を実施する。全員が参加できなくても、「withコロナ」と

いう視点で「何ができるか」「どのように行うか」ということを話し合う。そのような新し
い試みを始めるよい機会だと捉え、チャレンジする。

⃝ コロナでストレスを抱えている人たちに伝わる研修内容や事業の在り方を考えていく。
⃝ 人が集まる研修会という形ではなく、webを使った研修会を行う。
⃝ Zoom等を使って「家庭教育について関心のある人で、テーマを決めて話しましょう」と

いう機会を作れば、自主的に参加する人はいると思う。そのような場を提供する。
⃝ 「家庭教育支援プログラム」のチラシについて、「掲示する場所を広げる」「インスタグ
ラムに掲載する」「チラシにQRコードを付ける」など、見る人の入口を低くすることで、
活用の促進を促す。（今年度は、難しいかもしれないが）

【ブロック委員】(敬称略)
・明日飛子ども自立の里 理事長 清水 国明＜委員長＞
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・家庭教育ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ県南の会 会長 山寺 隆玄
・西郷村放課後子ども教室 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 露木 則子
・県学校保健会東西しらかわ支部長 井上久仁夫
・白河警察署 専門少年警察補導員 真船千恵美
・棚倉警察署 副主任少年警察補導員 影山 宏子
・県南保健福祉事務所 専門保健技師 土田 札美
・県南教育事務所 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 船山 克美



中島ジュニアクラブ（6/20） 矢祭子ども教室（6/13）

新型コロナウイルス感染症の影
響で実施できなかった放課後子ど
も教室が、６月に入り、いよいよ
始まりました。
子ども達も、この日を待ちに

待っていたようで、笑顔あふれる
開級式が各教室で行われました。
６月から始まったのは、西郷村、

中島村、矢祭町の放課後子ども教
室です。

申込締切７月２２日（水）
となっております。
各講座定員７０人となって

おりますが、申込多数のため、
１００名に増員されました。

放課後子ども教室がスタート

熊倉子ども教室（6/24） 小田倉子ども教室（6/24） 米子ども教室（6/24）

研修会のお知らせ

読書支援者中通り地区研修会は、ビブリオ
バト中通り予選会と同日・同会場で行われま
す。詳しい内容については、県南教育事務所
までお問い合わせください。


